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簡単を液体の密度応答関数とその動的振舞い




冷中性子による液体での散乱の実験 により古典液体に 準規準溝,一一ド,(.q_u一 ･
aLSi-normalmOdle) が存在することが示され,その励起エネルギーが示す
分散関係が得 られた｡ この励起の痔長は,この励起が大 きい波数 kと振動数Q)





る密度応答関数G(汰,Z) (k は級数, Zは時間に関するLaplace 変換の変



















84oKの液体 Agの場合について行った｡ その結果を図 1と 2に示す｡第 1図
は,丁を.くラメ⊥クーとして変えてやったとき,波数によって励起エネルギー
(実線の方 )と減衰 (､点線 )が大きさをどのように変えるかを図式的に示した
もので,(a)は緩和時間を短くし,(C)は長くしたもの,P)はその中間で,･この値




うように決めてやった療采が図 2であり,緩和時間 Tは 口.6'5× 10~13工)ec
となった｡ 図 2の斜線が実験値で, リボン型の実線が理論値であり,かなり良
く一致している. 分散曲線がQJ±口の曲線を切る程に下って'励起エネルギー
だげ見ると非常に固体的であることが樽徴と思われる. 曲線がQj-0を切る波
数 koは,ほぼ構造因子 S(近)の第 1最大値の波数 2.0A-1に対応するが r -少
し大きく2.2A-1となった. 図 2の点線は減衰を示し,減衰がかなり大きく,
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